
陋室銘

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／28）

使い方　書き下し文を声に出して読んでから、傍線の番号を手がかりに解きます。この文章の山は、末尾「何の陋しきこと之有ら

ん」の反語と倒置、対になる語（鴻儒⇔白丁・絲竹⇔案牘）、そして「住む人の徳こそが大切だ」という主題です。

あらすじ＝山は高さで、水は深さで値打ちが決まるのではない。仙人がいれば山は名高くなり、龍がいれば水は霊妙になる。それ

と同じで、この家はせまく粗末でも、住む私の徳が香っていればそれでよい。こけのついた石段、すだれ越しの草の青さ。訪ねて

くるのは学識のある人ばかりで、俗な人はいない。素朴な琴を弾き、貴い経典を読む。うるさい楽の音も、役所の書類もない。南

陽にあった諸葛孔明のいおりも、西蜀にあった揚子雲のあずまやも、同じように質素な住まいであった。孔子も言っている、「どう

して粗末だなどということがあろうか」と。

一
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

①

山
（
や
ま
）
は
高
（
た
か
）
き
に
在
（
あ
）
ら
ず
、
②

仙
（
せ
ん
）
有
（
あ
）
れ
ば
則
（
す
な
は
）
ち
名
（
な
）
あ
り
。
水
（
み
づ
）
は
深
（
ふ

か
）
き
に
在
ら
ず
、
③

龍
有
れ
ば
則
ち
霊
（
れ
い
）
あ
り
。
④

斯
（
こ
）
れ
は
是
（
こ
）
れ
陋
室
な
る
も
、
⑤

惟
（
た
）
だ
吾
（
わ
）
が
徳
（
と
く
）

の
み
馨
し
。

⑥

苔
痕
は
階
（
き
ざ
は
し
）
に
上
（
の
ぼ
）
り
て
緑
に
、
⑦

草
色
（
さ
う
し
よ
く
）
は
簾
（
す
だ
れ
）
に
入
（
い
）
り
て
青
（
あ
を
）
し
。
談
笑

（
だ
ん
せ
う
）
に
⑧

鴻
儒
有
り
、
往
来
（
わ
う
ら
い
）
に
⑨

白
丁
（
は
く
て
い
）
無
（
な
）
し
。
⑩

以
（
も
つ
）
て
素
琴
（
そ
き
ん
）
を
調
（
し
ら
）

べ
、
金
経
（
き
ん
け
い
）
を
閲
（
け
み
）
す
べ
し
。
⑪

絲
竹
の
耳
（
み
み
）
を
乱
（
み
だ
）
す
無
く
、
⑫

案
牘
の
形
を
労
（
ら
う
）
す
る
無
し
。

⑬

南
陽
（
な
ん
や
う
）
の
諸
葛
（
し
よ
か
つ
）
の
廬
（
ろ
）
、
西
蜀
（
せ
い
し
よ
く
）
の
子
雲
（
し
う
ん
）
の
亭
（
て
い
）
。
孔
子
（
こ
う
し
）
云

（
い
）
は
く
、
「
⑭

何
（
な
ん
）
の
陋
（
い
や
）
し
き
こ
と
之
（
こ
れ
）
有
ら
ん
」
と
。

語
注
　
陋
室＝

せ
ま
く
て
粗
末
な
家
・
部
屋
。
「
陋
」
は
み
す
ぼ
ら
し
い
・
い
や
し
い
の
意
。
作
者
が
自
分
の
住
ま
い
を
へ
り
く
だ
っ
て
言
う
語
。
　
在
ら
ず＝

〜
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
値
打
ち
が
そ
こ
に
あ

る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
。
　
則
ち＝

〜
す
れ
ば
（
そ
の
結
果
）
〜
だ
。
順
接
の
条
件
を
表
す
。
　
霊
あ
り＝

霊
妙
で
あ
る
。
神
秘
的
で
尊
い
。
　
馨
し＝

よ
い
香
り
が
高
い
。
こ
こ
は
徳
（
人
格
）
が
す
ぐ

れ
て
い
る
こ
と
の
た
と
え
。
　
苔
痕＝

こ
け
の
あ
と
。
人
の
出
入
り
が
少
な
い
静
か
な
住
ま
い
を
表
す
。
　
階＝

き
ざ
は
し
。
石
段
。
　
簾＝

す
だ
れ
。
　
鴻
儒＝

学
識
の
深
い
す
ぐ
れ
た
学
者
。
「
鴻
」
は
大
き

い
・
す
ぐ
れ
た
の
意
。
　
白
丁＝

官
位
の
な
い
、
学
問
や
教
養
の
な
い
人
。
「
鴻
儒
」
と
対
に
な
る
語
。
　
素
琴＝

飾
り
気
の
な
い
素
朴
な
琴
。
　
調
ぶ＝

（
琴
を
）
弾
く
。
弦
を
か
き
鳴
ら
す
。
「
調
査
す
る
」
の

意
で
は
な
い
。
　
金
経＝
金
泥
（
き
ん
で
い
）
で
書
か
れ
た
貴
い
経
典
。
　
閲
す＝

「
け
み
す
」
と
読
み
、
（
書
物
を
）
読
む
・
ひ
も
と
く
の
意
。
「
閲
（
え
つ
）
す
」
と
読
む
本
も
あ
り
ま
す
。
お
使
い
の
教
科

書
に
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
　
絲
竹＝

弦
楽
器
と
管
楽
器
。
転
じ
て
音
楽
・
楽
器
の
音
。
「
糸
竹
」
と
書
く
本
も
あ
る
。
　
案
牘＝

役
所
の
公
文
書
・
書
類
。
わ
ず
ら
わ
し
い
役
所
づ
と
め
の
象
徴
。
　
形＝

か
ら

だ
。
　
労
す＝

疲
れ
さ
せ
る
。
　
南
陽
の
諸
葛＝

諸
葛
亮
（
孔
明
）
。
南
陽
で
畑
を
耕
し
、
草
ぶ
き
の
家
に
住
ん
で
い
た
。
　
西
蜀
の
子
雲＝

揚
雄
。
あ
ざ
な
を
子
雲
と
い
う
。
蜀
の
出
身
で
、
漢
の
時
代
の
学

者
・
文
人
。
　
廬＝

草
ぶ
き
の
粗
末
な
家
。
い
お
り
。
　
亭＝

あ
ず
ま
や
。
　
※
も
と
の
白
文
は
「
山
不
在
高
、
有
仙
則
名
。
水
不
在
深
、
有
龍
則
霊
。
斯
是
陋
室
、
惟
吾
徳
馨
。
苔
痕
上
階
緑
、
草
色
入
簾
青
。

談
笑
有
鴻
儒
、
往
来
無
白
丁
。
可
以
調
素
琴
、
閲
金
経
。
無
絲
竹
之
乱
耳
、
無
案
牘
之
労
形
。
南
陽
諸
葛
廬
、
西
蜀
子
雲
亭
。
孔
子
云
、
何
陋
之
有
。
」
　
※
「
斯
れ
は
是
れ
陋
室
な
る
も
、
惟
だ
吾
が
徳
の
み

馨
し
」
は
、
「
斯
れ
は
是
れ
陋
室
な
れ
ど
も
、
惟
だ
吾
が
徳
の
馨
し
き
の
み
」
と
読
む
本
も
あ
り
ま
す
。
お
使
い
の
教
科
書
に
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
　
※
「
南
陽
の
諸
葛
の
廬
、
西
蜀
の
子
雲
の
亭
」
を
「
南

陽
の
諸
葛
が
廬
、
西
蜀
の
子
雲
が
亭
」
と
読
む
本
も
あ
り
ま
す
。
　
※
末
尾
は
「
何
の
陋
し
き
こ
と
之
有
ら
ん
」
と
読
む
本
と
、
「
何
の
陋
し
き
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
」
と
読
む
本
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
お
使

い
の
教
科
書
に
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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陋室銘

Ａ
　
語
句
の
意
味
と
読
み
（
1
〜
7
）

（
1
）
④
「
斯
（
こ
）
れ
は
是
（
こ
）
れ
陋
室
な
る
も
」
の
「
陋
室
」
の
読
み
と
意
味
を
書
け
。

（
2
）
⑤
「
惟
（
た
）
だ
吾
（
わ
）
が
徳
（
と
く
）
の
み
馨
し
」
の
「
馨
し
」
の
読
み
を
送
り
仮
名
も
ふ
く
め
て
書
け
。
ま
た
意
味
も
書
け
。

（
3
）
⑥
「
苔
痕
は
階
（
き
ざ
は
し
）
に
上
（
の
ぼ
）
り
て
緑
に
」
の
「
苔
痕
」
の
読
み
と
意
味
を
書
け
。

（
4
）
⑧
「
鴻
儒
」
の
読
み
と
意
味
を
書
け
。

（
5
）
⑨
「
白
丁
」
の
読
み
と
意
味
を
書
け
。

（
6
）
⑪
「
絲
竹
の
耳
（
み
み
）
を
乱
（
み
だ
）
す
無
く
」
の
「
絲
竹
」
の
読
み
と
意
味
を
書
け
。

（
7
）
⑫
「
案
牘
の
形
を
労
（
ら
う
）
す
る
無
し
」
の
「
案
牘
」
の
読
み
と
意
味
を
書
け
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
「
形
」
の
意
味
も
書
け
。

Ｂ
　
句
法
（
8
〜
14
）

（
8
）
①
「
山
（
や
ま
）
は
高
（
た
か
）
き
に
在
（
あ
）
ら
ず
」
は
、
「
山
が
高
く
な
い
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
「
在
ら
ず
」
が
山
の
何
を
打
ち
消
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
句
の
意
味
を
説
明

せ
よ
。

（
9
）
②
「
仙
（
せ
ん
）
有
（
あ
）
れ
ば
則
（
す
な
は
）
ち
名
（
な
）
あ
り
」
の
「
則
ち
」
の
意
味
・
用
法
を
書
け
。

（
10

）

⑤

「

惟

（

た

）

だ

吾

（

わ

）

が

徳

（

と

く

）

の

み

馨

し

」

の

「

惟

だ

」

は

、

も

と

の

白

文

で

は

「

惟

」

一

字

で

あ

る

。

ど

の

よ

う

な

句

法

か

、

意

味

と

と

も

に

書

け

。

（
11
）
⑩
「
以
（
も
つ
）
て
素
琴
（
そ
き
ん
）
を
調
（
し
ら
）
べ
、
金
経
（
き
ん
け
い
）
を
閲
（
け
み
）
す
べ
し
」
は
、
も
と
の
白
文
で
は
「
可
以
調
素
琴
、
閲
金
経
」
で
あ
る
。
「
可
以
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を

表
す
か
。

（
12

）

⑪

「

絲

竹

の

耳

（

み

み

）

を

乱

（

み

だ

）

す

無

く

」

は

、

も

と

の

白

文

で

は

「

無

絲

竹

之

乱

耳

」

で

あ

る

。

こ

の

「

之

」

は

ど

の

よ

う

な

働

き

を

し

て

い

る

か

。

（
13
）
⑭
「
何
（
な
ん
）
の
陋
（
い
や
）
し
き
こ
と
之
（
こ
れ
）
有
ら
ん
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
句
法
の
名
を
書
け
。
ま
た
、
そ
の
意
味
も
書
け
。

（
14
）
⑭
「
何
（
な
ん
）
の
陋
（
い
や
）
し
き
こ
と
之
（
こ
れ
）
有
ら
ん
」
の
も
と
の
白
文
は
「
何
陋
之
有
」
で
あ
る
。
ふ
つ
う
の
語
順
に
直
す
と
ど
う
な
る
か
。
ま
た
、
そ
の
と
き
「
之
」
は
ど
の
よ
う
な
働
き

を
し
て
い
る
か
。
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陋室銘

Ｃ
　
主
語
・
指
す
内
容
（
15
〜
17
）

（
15
）
④
「
斯
（
こ
）
れ
は
是
（
こ
）
れ
陋
室
な
る
も
」
の
「
斯
れ
」
は
何
を
指
す
か
。

（
16
）
⑬
「
南
陽
（
な
ん
や
う
）
の
諸
葛
（
し
よ
か
つ
）
の
廬
（
ろ
）
、
西
蜀
（
せ
い
し
よ
く
）
の
子
雲
（
し
う
ん
）
の
亭
（
て
い
）
」
の
「
諸
葛
」
「
子
雲
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
の
こ
と
か
。

（
17
）
⑭
「
何
（
な
ん
）
の
陋
（
い
や
）
し
き
こ
と
之
（
こ
れ
）
有
ら
ん
」
は
誰
の
言
葉
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ
の
文
章
で
は
何
が
「
陋
し
く
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
か
。

Ｄ
　
口
語
訳
（
18
〜
21
）

（
18
）
①
②
③
を
ふ
く
む
「
山
は
高
き
に
在
ら
ず
、
仙
有
れ
ば
則
ち
名
あ
り
。
水
は
深
き
に
在
ら
ず
、
龍
有
れ
ば
則
ち
霊
あ
り
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
19
）
④
⑤
を
ふ
く
む
「
斯
れ
は
是
れ
陋
室
な
る
も
、
惟
だ
吾
が
徳
の
み
馨
し
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
20
）
⑥
⑦
を
ふ
く
む
「
苔
痕
は
階
に
上
り
て
緑
に
、
草
色
は
簾
に
入
り
て
青
し
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
21
）
⑪
⑫
を
ふ
く
む
「
絲
竹
の
耳
を
乱
す
無
く
、
案
牘
の
形
を
労
す
る
無
し
」
を
口
語
訳
せ
よ
。
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陋室銘

Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
22
〜
25
）

（
22

）

③

「

龍

有

れ

ば

則

ち

霊

（

れ

い

）

あ

り

」

ま

で

の

冒

頭

の

四

句

は

、

何

の

た

め

に

置

か

れ

て

い

る

か

。

あ

と

に

続

く

内

容

と

の

関

係

に

ふ

れ

て

書

け

。

（
23
）
⑧
「
鴻
儒
」
と
⑨
「
白
丁
」
を
ふ
く
む
「
談
笑
に
鴻
儒
有
り
、
往
来
に
白
丁
無
し
」
は
、
形
式
上
ど
の
よ
う
な
関
係
の
二
句
か
。
そ
の
名
を
答
え
、
こ
の
対
比
に
よ
っ
て
作
者
が
何
を
示

そ
う
と
し
て
い
る
か
も
あ
わ
せ
て
書
け
。

（
24
）
⑬
「
南
陽
（
な
ん
や
う
）
の
諸
葛
（
し
よ
か
つ
）
の
廬
（
ろ
）
、
西
蜀
（
せ
い
し
よ
く
）
の
子
雲
（
し
う
ん
）
の
亭
（
て
い
）
」
を
持
ち
出
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
説
明
せ
よ
。

（

25

）

こ

の

文

章

全

体

で

作

者

が

最

も

言

い

た

い

こ

と

は

何

か

。

⑤

と

⑭

の

内

容

を

ふ

ま

え

て

四

十

字

以

内

で

書

け

。

Ｆ
　
文
学
史
・
故
事
・
思
想
（
26
〜
28
）

（
26
）
こ
の
文
章
の
作
者
名
と
、
そ
の
人
が
生
き
た
王
朝
の
名
を
書
け
。
ま
た
、
題
名
の
「
銘
」
と
は
ど
の
よ
う
な
文
章
か
も
書
け
。

（
27
）
⑬
「
南
陽
（
な
ん
や
う
）
の
諸
葛
（
し
よ
か
つ
）
の
廬
（
ろ
）
、
西
蜀
（
せ
い
し
よ
く
）
の
子
雲
（
し
う
ん
）
の
亭
（
て
い
）
」
の
う
ち
、
「
南
陽
の
諸
葛
の
廬
」
の
諸
葛
亮
に
つ
い
て
、

こ
の
草
ぶ
き
の
家
を
め
ぐ
っ
て
生
ま
れ
た
故
事
成
語
を
書
け
。
ま
た
、
そ
の
意
味
も
書
け
。

（

28

）

⑭

「

何

（

な

ん

）

の

陋

（

い

や

）

し

き

こ

と

之

（

こ

れ

）

有

ら

ん

」

は

、

も

と

も

と

ど

の

書

物

に

見

え

る

孔

子

の

言

葉

か

。

書

名

を

書

け

。

【テスト直前チェック】この三つ　❶末尾「何の陋しきこと之有らん」は反語＋倒置。「どうして粗末だといえようか、いや、粗末ではない」。

もとの語順は「有何陋」で、目的語を「之」で前に出した形。書き下し・意味・語順の三つをセットで答えられるようにしておく。　❷対にな

る語は組で覚える。「鴻儒」⇔「白丁」、「絲竹」⇔「案牘」。片方だけだと、対句の説明が書けません。読みも「こうじゅ」「はくてい」「しちく」

「あんとく」まで。　❸主題は「家の立派さではなく、住む人の徳」。⑤「惟だ吾が徳のみ馨し」が主旨句、⑭が結び。記述問題の答えは、ほぼ

この二か所に集まります。
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